











































― ガリレオ、カンパネッラ、マリーノ、ゴンゴラを対象にして ― 1
































たち（sirenas con plumas,/cuyas húmedas espumas,/son las verdes alamedas）」や「飛
ぶヴァイオリン（violín que vuela）」「落ち着かないリラ（inquieta lira）」が、海では
なく陸にいて緑のなかで飛び回り鳴く鳥、すなわちナイチンゲールの比喩になってい
ることは明らかである。また、このような奇想表現がマリーノの詩に出てくる「羽の
生えた声、飛翔する音（una voce pennata, un suon volante）」などと一見同じ方向を
向いたものであるようにみえることは前もって指摘しておきたい。
次に「銀色の小さなベルたち（campanitas de plata）」と「金色の小さなラッパた






しかし、「私が崇拝する太陽たち（los soles que adoro）」とは何かを考えるとその






を召集する（Las campanitas lucientes,/y los dorados clarines/en coronados jazmines,/
los dos hermosos corrientes/no sólo recuerdan gentes/sino convocan amores）」という
表現と呼応して、この詩が恋愛詩であると解釈できる。美しい自然描写が愛の歌の支
えとなっているのである。










































































第 7 歌の第 32 連から第 37 連までを引用したが、ここではバロック的な奇想をこ
らして、ナイチンゲールの素晴らしさが歌われている。ゴンゴラが「羽毛の生えた
セイレーンたち sirenas con plumas」「飛ぶヴァイオリン violín que vuela」「落ち着か
ないリラ inquieta lira」といったメタファーでナイチンゲールを表現してみせたのに
対して、マリーノは「森のセイレーン la sirena de’ boschi」と似たようなメタファー
を用いながらも、「一個の鳴り響く原子 un atomo sonante」「羽の生えた声 una voce 
pennuta」「飛翔する音 un suono volante」「羽をまとった生きた息 un vivo ﬁato vestito 












































3 ゴンゴラも含め、本論で取り上げた 4 人の知識人たちがすべて 1560 年代生まれであることに注目
すべきである。
4 『事物の感覚と魔術について』に関しては、池上 (2017) に村松真理子・池上俊一共訳で第四巻の
みが翻訳されているほか、澤井 (2017: 209-231) を参照のこと。

























































































































































て 1632 年の『世界の 2 大体系についての対話』へと進んでいくうちに、ストレート








を聴くことは、ああなんという驚異であることか Udir musico mostro, o meraviglia」
(AD: 695) とナイチンゲールの歌声を聴くことに驚異を感じているマリーノと「非
常に大きな驚異の気持ちを持ちながら、繰り返し観察していた con grandissima 









とで sofﬁando in certo legno forato e movendo le dita sopra il legno, ora serrando ed ora 
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